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（万人）

2040年には、
約１．８万人程
度、供給が需
要を上回る。

医師需給は、中位推計においては、2024年（平成36年）頃に、上位推計においては、2033年（平成45年）頃に均衡すると
推計される。なお、いずれの場合も需給が均衡した後は、将来人口の減少により、医師の需要は減少すると考えられる。

供給推計 今後の医学部定員を平成28年度の9,262人として推計。

需要推計 （上位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が大きくなる組み合わせで行った推計

（下位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が小さくなる組み合わせで行った推計

※ 精神病床の入院受療率、外来医療の受療率、労働時間について幅を持って推計（別紙参照）

※※ 女性医師、高齢医師、研修医については、それぞれ働き方等を考慮し、30～50歳代の男性医師を１とした場合に、

女性医師０．８、高齢医師０．８、研修医１年目０．３、研修医２年目０．５として推計

2033年頃に約32万人で均衡
2024年頃に約30万人で均衡

医師の需給推計の結果について 正 誤

誤 →  正

訂正箇所
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2040年には、
約１．８万人程
度、供給が需
要を上回る。

医師需給は、中位推計においては、2024年（平成36年）頃に、上位推計においては、2033年（平成45年）頃に均衡すると
推計される。なお、いずれの場合も需給が均衡した後は、将来人口の減少により、医師の需要は減少すると考えられる。

供給推計 今後の医学部定員を平成28年度の9,262人として推計。

需要推計 （上位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が大きくなる組み合わせで行った推計

（下位推計）様々な前提・仮定（※）のうち、最も医師の需要推計が小さくなる組み合わせで行った推計

※ 精神病床の入院受療率、外来医療の受療率、労働時間について幅を持って推計（別紙参照）

※※ 女性医師、高齢医師、研修医については、それぞれ働き方等を考慮し、30～50歳代の男性医師を１とした場合に、

女性医師０．８、高齢医師０．８、研修医１年目０．３、研修医２年目０．５として推計

2033年頃に約32万人で均衡
2024年頃に約30万人で均衡

医師の需給推計の結果について 訂正後


